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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・ストレスチェックの実施期間が3/15（水）～3/24（金）となっているため、実施期間内に確実に実施してください。
・5/3～5のGW期間のイベントを今月中に考えていく。各自でアイディアを持ち寄りカンファに参加するようにしてください。
⇒外出プログラム（ボウリング、八食センター等）の案が出ており、デイナイトケアは1日6名程度を連れていく計画を立てる。

・本日、15：30～防災点検があります。
・三角コーナーの修繕（発注）と駐車場付近の階段について庶務に相談しています。
・デイケア保険に関して、新規利用者や見学者にも説明していくようにしてください。
[各種研修]

・3/27（月）17：30～第9回院内研修（場所：メンタルケア病棟3階）
・3/31（金）17：15～看護グループ内研修「新人指導、実習指導」（場所：病院2階会議室）
 [各種締切]

・3/23（水）プログラムテキスト

・3/31（金）疾患別診療計画書（Drのサインが必要な人のみ）

＜利用者様情報＞
デイケア
・繁名　和恵様～頭痛、幻聴等の不調を訴えデイケアを欠席したいと話していたが、グループホームの世話人に促されて来所している。昼食を頼みお金が発生しているため、昼食を食べて定時まで居るように促しているが、昼食を摂取したあとに帰宅している。昨日も眠気を訴えデイケアを欠席しているため、決められた曜日に通所出来るように声を掛けていく。また、現状を医師に報告することを本人に伝えていく。
・小泉　晋哉様～連絡なくデイケアを欠席している。昼過ぎに自宅と携帯電話に連絡をするが、電話にでない。12時前に母様の携帯電話に連絡すると、仕事の休憩中に連絡が取れるため、今後は午前中に連絡をとるようにしていく。
・野月　利章様～昨日16時頃、相談があるとのことで来所し、担当スタッフと話し合いをしている。「青山荘をやめたい。入院する」と話している。男性スタッフが言葉の暴力を振るうことや、日課を強要されるため青山荘を出たいが、自宅に戻りたいと思っても母がダメと言うと話している。本人の希望としては、青山荘はハードルが高いと感じる為、自宅に戻りデイケアに通いたいとのこと。また、話をゆっくり聞いてもらいたいため主治医も変えたいと話している。明日か明後日に主治医との診察があるとのことで、その診察の結果を受けて具体的な話し合いをする予定となる。アパート暮らしも視野に入れているようだが、病状の管理や生活管理能力の欠けていることは指摘している。外来看護師からの情報によると、主治医としては入院治療の対象ではなく、別な施設も検討していくことが良いのではないかと話があったとのこと。

・松川　順子様～昨日、デイケア終了時に漠然とした不安や「具合が悪くなったらどうしよう」と言い、出来ていることを振り返り支持的な返しをしていた。昨日の夜、青陽館や訪問看護に電話をすることはあったが、本日は同様の訴えはなく過ごしている。毎週月曜日になると、不安を訴える傾向が続いている為、不安への対処方法について考えていく。
・若松　邦生様～気管支炎の為不調を訴えており、根地戸恵様の話し掛けにもしんどさを感じていることを言葉にしている。入浴をし、静養室で休養をとる予定としていたが、川崎広幸様が来所すると「体調が良くなった」と言い、静養室を利用せずに話をしている。色々な人と話をしていることが多く、「話ができるようになった」と自己評価している。
・根地戸　恵様～「体調が悪い」と話すが、元気な様子も見受けられる。以前は、自分の写真を頻繁に撮っていたが、「“普通の人”はしないよね」と言い、デイ掛けた先でのみ写真を撮るようにしているとのこと。常識的観点から物事を考えることは有効であると思われる。
・森　美智男様～森田清助様と楽しそうに話しており、話題について尋ねると「パチンコ」と答えている。日曜日に街中のパチンコ屋に行っており、そこで会う仲間であるとのこと。1円パチンコを打っており、金銭的には問題がないと話している。
デイナイトケア

・千葉　輝夫様～普段は8時過ぎに来所しているが、本日は7時30分頃に来ている。＜いつもより早いですね＞と言うと、「いつもと同じ」と言い、時間感覚が鈍いことが考えられる。やや不機嫌になることがある。女性スタッフに対しては不機嫌になることはなく、男性スタッフから言われることで、自尊心を保とうとしているのではないかと思われる。生活に入り込むような質問をする際は女性スタッフが対応していくこととする。
・鈴木真知子様～昨日、青風荘に戻ってから日課で声掛けが必要な状態であり、今朝は電子錠の扉を触ることや外に出ようとしていることがあったと青風荘より情報提供がある。午前中は、やや強引に外に出ようとすることやあり、青風荘スタッフと相談し頓服薬を服用している。昼食後も常に顔をしかめ、常に独語している状態が見られる。所在の確認を徹底し、同様の行動が続くようであれば、午後に散策等の気分転換の出来ることを提供していく。
ナイトケア

・下妻　康貴様～田中一様が移動して夕食を摂っていることに伴い、夕食の準備に携わらないことを話している。本人の負担が軽減されるようにスタッフが準備を行なうことを提案している。
・前野　義勝様～本日入浴のみ利用する予定としていたが、整形外科へ行く日が変わったとのことで、入浴は利用しないとのこと。昼にうみねこ幸房でスタッフに出くわすと気まずそうな表情をしており、ナイトケアに行っていない理由をあれこれ話している。腰の調子は良くなってきており、金曜日には参加すると話している。

＜業務改善・検討事項＞
・昼食で使用したタオルの片付けについて
⇒ごく一部の人がタオルの片付けをしており、デイケア利用者様は殆どタッチしていない。弁当を持参している人も食器を洗い、タオルを使用しているため、後片付けを行なう人を募っていく。それに同意できない人は、自分専用のタオルを持って来てもらい、食器を拭いてもらうことにする。
＜外来情報＞

・浜辺　信明様～お小遣い（5000円）の範囲で生活出来ていると話している。本人としては、携帯電話は必要ないと話されている。施設スタッフより、新規利用者が入所してきているが、ムードメーカーとなり良い雰囲気を作ってくれているとの事。主治医よりフルニトラゼパムは処方となっているが様子を見て、除剤しても良いとの指示がある。

・鈴木　惇浩様～リンゴの剪定など外での作業が増えているが、指示通りの仕事が出来ていないと指摘される事があるとの事。普段の緊張は強くないが、薬の影響で朝の移動時間に眠気があるので薬を変更してほしいとの希望があり、リフレックスとブロチゾラムが除剤となっている。

・上川原　豊様～退院してからも体の調子は良く、病院よりも家の方がぐっすり眠られているとの事。デイケアも続けていけそうだと話されている。

・二川目健治様~毎日ビール500ml一本飲み、週2回日本酒を飲んでいると話す。医師より断酒するように助言を受けている。3月初旬から風邪を引き、治らないと話している。口調・表情穏やかであり、就労も続けているとの事。

・坂本　秀男様～表情は良く、テレビの内容を話している。血圧も安定しているとの事。

・庭田紀美子様～表情は穏やかで、調子は「まあまあ。」と返答している。

・川崎　広幸様～断酒会・AAに行くことを勧められ、「行ってみます。」と返答している。部屋の片づけは徐々に出来ていると話す。

